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加 温 温 室 に お け る 地 中 伝 熱*
- 岡山のマスカ ッ ト温室 の場合 -
瀬 尾 琢 郎
序 亨
この報告ではマスカット温室の場かこついて夜間の暖虜負荷における地中伝熱丑の役割






7. 温 室 の構 造 と管 理
観測は2回行ない,第 1回は 1974年 12月下旬から翌 1月上旬にかけて岡山市佐山所荏
の良家の温室で行なった.第 2観洲は 1975年 2月半ばから 4月上旬に かけ 岡山市原音
才の高松投票高校の実習温室で行なった. これらの温室は,間口5.4m,株高約 3mの
普通の規格のガラス窒で あるが,佐山温室は木造で奥行38m,高松温室は 軽丑鉄骨製








温室で 6.5cm.一系統の/くイブの数 は 佐山で4本 (出入各2本), 高松で5本 (入 り2
















(1) 室温 T/Nおよび外気温 Tourは銅コンスタンタン熱田対 (線径0.2mm)に放射
カバーを付けた温度計で測定した.室温 T/JVとして中央部の高さ1.5mの測定他を倣っ
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まいて封入し,空隙を/Iラフィンで つめたものである. ヒ-ター抵抗は 約130J2で.加
熱電流約 45mAのとき,温度上神 主1分後に約 2OcとfJ:った.加熱開始から計って約
30秒以後は ブロー7'温度は経過時間の対数に比例して変化した.深さ5cmでのrlUJ走値は
1,5×10-8から2.5×10~8catcmLLs~lOC~1の間にあった.






1963)とすれば,土の比熱 ま約0.2となる. このようにして決めた cspsの値は土の水分
変化20乃至30%(容揖比)に応じて0.5から0.6calcm~30C~lの間で変動していた.














第 1衷 (A) 佐 山 私 室 観 測 資 料 (2-5hr)
a:暖房管放熱1- S:純放射 (弛衷b-に向って入る時TE)
B:地中伝熱Li:(地中に入る咋爪) TJN:寮内fu-鼠 Tour:外気mI.
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第 1表の資料から計希 した係数 (ht+hven)の値を 内外気温差に対 して プロットしたの
R8 JIiLサ 研'1t:
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板から成っていることを考慮して1.5ととった (中川,1972).第 1凶で Q-Bと TLV-
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(1) 室内に カーテソを 張り外に こも川叶 を してあった佐山私室では内外気弘L差約
30oCを維持するのに暖房による加熱 Qは約 100kcalm~2hr~l程度ですむ. 二g)J-'3(I
地中-の伝熱が見られたが,その伯t･まQOj10%凝度以下である,





























日射の透過率が比較的 よい高松温室で著 しく,地中伝熱最の日による変動の安岡 となって
いる.
(4) 温水暖房による地温の上界はかなり緩かにおこり,ほは落着 くまでの経過時間は
地表面近 くで約 20日,15cmの深さで約 30日程度である.
(5) 地表面における熱収支条件については剛 轟討の余地がある.純放射やfth'腰 の空間
分布はかなり複雑なもののようである.
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